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計画対象範囲

陸上競技場・サッカーグラウンド

紀の川市桃山町最上1147番地11（代表）所在地
約9.9ha面 積
地区公園公園種別
平成17年度開設年度
陸上競技場（400mトラック、天然芝グラウンド）
サブグラウンド、修景池、花見の丘
スタンド棟、管理棟、駐車場（184台）
トイレ棟（2棟）、学習体験館、防災倉庫
吊り橋（雄滝雌滝）、椿園

主な施設
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利用者数推移 過去５年間の利用の有無（n=423） どのような空間になれば、訪れたいと思うか（n=415）

タータントラックの老朽化

花見の丘からの眺望

桃源郷運動公園再整備基本計画（素案）－概要版－

低利用の管理棟

(人) ■ 人工芝の質を重視した整備
■ 競技者の熱中症対策
（屋根付き観客スタンド、散水栓、ナイター照明）

■ 照度を確保したナイター照明
■ 4チームが同時に使えるロッカールームの整備
■ 自動で試合を録画・配信するAIカメラの設置
■ 2面化することで駐車場不足になる

■ 練習試合や強化試合で利用したい
■ スポーツ少年団の活動拠点として利用したい
■ 現在の練習場所から桃源郷運動公園へ場所を変更したい
■ 施設の質が向上することで、他地域からチームを呼びやすくなる
■ 全国からチームを呼んで大規模な大会を主催したい
■ 利用料金は再整備後もなるべく抑えたものにして欲しい
■ リニューアル後の利用者拡大・認知度向上に向けた取組が必要
■ 屋根付きフットサルコートで幼児サッカー教室の開催
■ 気軽にサッカーが楽しめる取組（個人参加型、ウォーキングサッカー）

再整備後の施設利用の展望や運営に関する意見

■ 水遊び（噴水）、斜面で芝滑り
■ シンボルとなる大きな遊具
■ 小さい子ども用のブランコ
■ 屋根付きのベンチ
■ 子どもたちを見守りやすい施設配置
■ 桃の花などで花見がしたい
■ 映えるスポットで子どもの写真撮影
■ 雨でも遊べる場所
■ 桃山らしい食の提供、キッチンカーイベント
■ BBQ

子育て世代
■ 幅広い年齢が楽しめる遊具、複合遊具
■ 斜面を活かした遊具
■ 屋根付き休憩所
■ 季節ごとに楽しめる場所・仕組
（お花見、ピクニック、キャンプ、BBQ、
イルミ ネーション）

■ 季節が感じられる花の鑑賞
■ 池に草花を植えて修景化
■ SNSを活用した認知度向上
■ ライブなどの音楽イベント

高校生・大学生

整備に関する意見

■ 祭の開催
■ キャンプ、BBQ
■ 学習体験館との連携によるイベント
■ 熱中症対策ドリンクの開発・提供
■ スポーツに関連する食品の開発（プロ

テインバー）
■ 写真映えするスポットを作ることで地域

に良いイメージが与えられる
■ サッカーを核とした賑わいづくりについて、

しっかりとした目標と仕組づくり

地域プレイヤー
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橿原市ヤタガラスフィールド
（橿原運動公園HPより）

淡路市防災あんしんセンター
（膜面構造物メーカー提供資料より）

亀岡市亀岡運動公園

千葉県水郷佐原あやめパーク
（水郷佐原あやめパークHPより）

山梨市丸山フルーツ農園丸山パン
（やまなし観光推進機構HPより）

大空町ひがしもこと芝桜公園
（ひがしもこと芝桜公園HPより）

福島県いわきFCパーク
（スポーツ施設メーカーHPより）

和歌山市つつじが丘総合公園

吉野熊野国立公園
（サインメーカー提供資料より）
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※経費率については、国交省土木工事積算根拠より40%と設定
※予測年間利用者数及び使用料収入は、スポーツ施設部分のみ

メイングラウンド関係
（人工芝、防球ネット、ナイター照
明、屋根付きスタンド、スロープ）

約6.6億円

サブグラウンド関係
（人工芝フットサルコート、膜屋
根、照明、フェンス）

約3.6億円

スタンド棟関係
（ロッカールーム増設）

約0.2億円

小計 約10.4億円

遊具、屋根付き休憩施設関係 約0.4億円

噴水、カスケード、階段関係 約0.3億円

植栽関係 約0.1億円

修景池関係（浚渫含む） 約0.1億円

園路関係 約0.3億円

トイレ関係 約0.4億円

小計 約1.6億円

その他
造成、擁壁工、駐車場整備、雨
水排水設備整備、既存施設撤去
などの施設全体に係る費用

約1.8億円

約13.8億円

約5.5億円

約0.5億円

年間使用料
収入予測 約 1,000 万円

諸経費（40.0%）

管理棟改修費用

概算工事費 約 21.7 億円（税込）

うちスポーツ
施設整備

うち公園
施設整備

直接工事費合計

年間利用者数
予測 約 39,000 人
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令和８年度中に事業者を公募し、令和９年度から民間事業者による整備・運営事業を開始する予定とします。
公園及び建築工事は令和10年度から令和11年度にかけて実施し、リニューアルオープンは令和12年春頃の予定とします。

内 容項 目

実施要領の公表 :令和７年１月17日（金）
サウンディング実施:令和７年２月20日（木）・21日（金）・25日（火） の３日間実施時期

調
査
概
要

合計９社（建設事業者、不動産事業者など）対象事業者

①本事業や再整備基本案（サッカーパーク案）に関する意見について
②事業手法やスケジュール等について
③その他（本事業の懸念・期待等ほか）

調査内容

・DBO＋Park-PFIで実現可能…２社
・DBOのみ（Park-PFIの実現性は低い）…４社
・Park-PFIの実現性は高い…１社

事業手法

調
査
結
果

・参画可能性あり…６社
・参画可能性低い…２社事業への参画可能性

・別公募が望ましい…３社
・一括公募が望ましい…２社
・Park-PFIの導入は困難であり、DBO（又はPFI-BTO）が望ましい…３社

DBOとPark-PFIの
組み合わせ

・スキームとしては可能であるが、公共的施設の面積が大きく収益性が高くないため困難という
意見が多数
・収益を上げる施設として駐車場の有料化（土日のみ）が考えられる

収益の一部で事業費を
賄うことについて

・提示したスケジュール（以下参照）について、概ね妥当なものであることを確認
（提示したスケジュール）
事業者決定 令和８年度末
設計期間 令和９年度～令和10年度（１年半）
工事期間 令和10年度～令和11年度（１年半）
維持管理・運営期間 令和12年春頃～（15～20年間）

事業スケジュール

。

※回答が得られなかった事業者やサウンディング結果の公表を希望しない事業者があるため、合計が9社とならない項目があります。

事業手法 事業手法の特徴

 公設＋指定管理
　・設計、建設ともに行政が発注する従来的な手法
　・整備、管理・運営ともに市の費用負担が大きい
  ・指定管理期間が短く、民間事業者のノウハウが発揮されにくい

 D B O
　・設計（Design）、建設（Build）、管理・運営（Operation）の略称で、これらを市が一括で委託する手法
  ・整備にかかる行政の費用負担は、公設の場合と同様に大きい
  ・設計から管理運営までを同一の事業者が行うため、「公設＋指定管理」に比べて民間事業者のノウハウを反映させやすい

 Park-PFI   ・公園に便益施設の設置又は管理を行う民間事業者を公募により選定する制度
  ・民間事業者が設置する便益施設については、公共の費用負担がない（設置許可）
  ・設計から運営までを同一の事業者が行うため、民間事業者のノウハウを反映させやすい

上記２つの手法と組合わせ

ることで候補となるもの

令和12年度～
(2029) (2030)

令和11年度
(2024) (2025) (2026) (2027) (2028)
令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度

基本計画策定

測量調査

設計・確認申請 公園・建築工事
維持管理・運営

（15年間）

事業者公募

アドバイザリー業務


